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論 文 内 容 の 要 旨  
 
本研究の目的はチームパフォーマンスの高い回復期リハビリテーション病棟（以下、回リハ病棟）のチ
ーム構造とチームプロセスの特徴を明らかにすることであり、混合研究法の説明的順次的デザインを用い
た。 
 
研究 1.  
回リハ病棟のチームパフォーマンスに影響するチーム構造、チームプロセスを明らかにするための質問
紙調査を行い、64 病棟の看護管理者、22 病棟のスタッフ 748 名の回答を得た。結果、メンバーの専門職
連携能力の自己評価が高く、リハ専門医の配置、電子カルテのあるチーム構造の組織は、チームパフォー
マンス指標のうち在宅復帰率とメンバーのウェルビーイングが高かったが、FIM利得には影響していなか
った。また在宅復帰率とチームプロセスの関連は明らかにならなかった。 
 
研究 1より、在宅復帰率、ウェルビーイングの高低を組み合わせて 4つに分類し、ともに高い病棟をチ
ームパフォーマンスの高い病棟として、そのチームプロセスを質的に分析するために研究 2を行った。 
 
研究 2.  
チームパフォーマンスの異なる 5病棟の病棟管理者 5名、看護師 8名、介護福祉士 5名、セラピスト 5
名にインタビュー調査を実施した。質的分析の結果を比較し、チームパフォーマンスの高い 2病棟のみに
抽出されたチームプロセスは、【チームメンバーが回リハチームとしての使命を共有している】【治療・ケ
アをお互いに協力して実施する】【改善に向けてチームで取り組む】などの 12項目であった。 
 
 
研究 1と研究 2の結果より、チームパフォーマンスの高い回リハ病棟は、メンバーの専門職連携能力の
自己評価が高く、リハ専門医の病棟配置および情報共有基盤の確立のチーム構造があり、回リハ病棟の使
命の共有が基盤となり、改善に向けたチームの取り組み、職種を超えた相互支援というチームプロセスを
有することが示唆された。 
 
 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 
回復期リハビリテーション病棟（回リハ病棟）は在宅復帰の促進と ADL向上のために重要
な役割を担っており、多職種チームの成果が求められている。 
 本研究はチームパフォーマンスの高い回復期リハビリテーション病棟のチームの構造とチ
ームのプロセスの特徴を明らかにすることを目的に、混合研究法を用いて行われた。 
 研究 1 では、回リハ病棟のチームパフォーマンスに影響するチーム構造、チームプロセス
を明らかにする目的で質問紙調査を行った結果、メンバーの専門職連携能力の自己評価が高
く、リハ専門医の配置、電子カルテのあるチーム構造の組織は、チームパフォーマンス指標
のうち在宅復帰率とメンバーのウェルビーイングが高かった。 
 研究 2では、病棟管理者、看護師、介護福祉士、セラピストにインタビュー調査を実施し、
質的分析を行った結果、チームパフォーマンスの高い 2 病棟のみに【チームメンバーが回リ
ハチームとしての使命を共有している】などの 12項目が明らかとなった。 
 以上から、チームパフォーマンスの高い回リハ病棟は、メンバーの専門職連携力の自己評
価が高く、リハ専門医の病棟配置、情報共有基盤の確立のチーム構造があり、職種を超えた
相互支援があることが明らかとされた。 
 本研究はこれまで明らかにされてなかった、成果をあげるチーム構造とチームプロセスを
明らかにした点において、新規性が高く、今後チームパフォーマンス向上のための示唆を示
していることから、博士論文として価値あるものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
